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2021 年度もコロナ禍の関係もあり、⼤⼈数での集会を断念し、リモートなどを⽤いながら今後に向けての活動を考え

ることにした。 

活動の⼀つとして、京都⽂化遺産の維持継承に関する基本的なアクション・プランである「京都市⽂化財保存活⽤地

域計画」策定委員会に外部委員として参画し、計画策定に関わっている。ここでは京都⽂化遺産の維持継承にあたって

①「⾒つける」、②「知る」、③「守る」、④「活かす」の 4 項⽬に集約して検討を進めている。 

「⾒つける」については、「旧家等が保管する⺠俗資料や古⽂書、近代以降の産業遺産等、社会状況の変化により急

速に失われる可能性があるものについては、早急な調査⽅法の検討を⾏い、所在の把握と保存の取組に繋げていく必要

がある」ことから、具体的な対応策を講じることとしている。⼤学、博物館、企業等との情報共有と共同による調査・

研究を推進することで京都の良さを活かすことができると考えており、⾏政や⼤学、博物館、企業等の関係主体が、京

都⽂化遺産に関する情報を共有するためのネットワークを構築するとともに、最新の知⾒や技術を活かして、共同して

京都⽂化遺産の調査・研究を進める仕組みをつくっていく必要がある。また、出⼟遺物、古⽂書等の整理、リスト化、

公開を推進することにより広く活⽤されるものとする。 

「守る」については、京都⽂化遺産の保管施設の確保に向けた検討を進めている。京都市の美術⼯芸品、歴史資料、

埋蔵⽂化財、⺠俗資料等の保管場所には課題が多く、それを良好な状態で次世代に託することができる環境整備を⾏う

必要がある。それと共に、⺠間が所有する指定⽂化財の買い上げや京都⽂化遺産の災害時の受⼊先（収蔵施設）の確保

に向けた⼿法の検討を⾏う。 

「活かす」については、⾏政の施策に関わりつつ、具体的なアーカイブズの⽅法を試みている。「京都やきものラウ

ンドテーブル」と題して、京都市⽂化財保護課と奈良⽂化財研究所と連携して京都をめぐる陶磁器のアーカイブ作業を

⾏った。そこでは京都をめぐる陶磁史を紐解くためのヒアリングや研究集会、展覧会及びデータの公開を企図した。京

都市所蔵の京都指定⽂化財である「三条せと物や町界隈出⼟の「桃⼭茶陶」」の⾼精細データを 3Dスキャナーでと

り、公開することを今年度から 3 カ年をかけて実施するものである。3Dデータをそのまま公開するだけではなく、茶

⼈や料理⼈、現代芸術家、⽇本の古典的な器を⽤いることのない⼈々など多様な⼈が注⽬したところにタグをつけてい

く。この「視線のアーカイヴ」を加えて公開することにより、広く共有されることを期待するものである。今年度は京

都市考古資料館において 12⽉ 19、 25、26 ⽇、1⽉ 8、9、15、16 ⽇にワークショップを⾏い多くのサンプルを得

た。また、2021 年 12⽉ 14⽇から 2022 年 1⽉ 16 ⽇までの間、京都市考古資料館において「三条せと物や町界隈出⼟

の「桃⼭茶陶」」を公開する「桃⼭デザイン」展を開催した。本学のテーマ演習（考古楽）の成果を取り⼊れつつ公開

の⼿法について実践的に検討した。加えて、1990 年頃に京都の市街地から桃⼭陶器が⼤量に出⼟したことを契機に、

出⼟品が美術および⼯芸関係者と関わっていった過程について当時を知る⽅々へのインタビューを⾏った。 

 

畑中英⼆（美術学部教授） 
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